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『二
に

平方
へいほう

メートルの世界
せ か い

で』 
前田 海音／文 はた こうしろう／絵 

小学館（Eハ・ニ） 

 

『ぼくは川
かわ

のように話
はな

す』 
ジョーダン・スコット／文 

シドニー・スミス／絵 

偕成社（Eス・ボ） 

人前
ひとまえ

で話
はな

すのが苦手
に が て

なオーエンに

とって、戦没者
せんぼつしゃ

記念
き ね ん

庭園
ていえん

にいる石像
せきぞう

の

兵士
へ い し

は、学校
がっこう

での出来事
で き ご と

や将来
しょうらい

の夢
ゆめ

などなんでも話
はな

せる特別
とくべつ

な存在
そんざい

です。

ある日
ひ

、この兵士像
へいしぞう

が撤去
てっきょ

されると知
し

った彼
かれ

は、兵士像を救
すく

うため、大勢
おおぜい

の

前
まえ

でスピーチすることを決心
けっしん

します。 

『ぼくと石
い し

の兵士
へ い し

』 
リサ・トンプソン／著 PHP研究所（933ト・ボ） 

『和
わ

ろうそくは、つなぐ』 
大西 暢夫／著 アリス館（576ワ） 

『せかいのはてってどこですか？』 
アルビン・トゥレッセルト／さく 

ロジャー・デュボアザン／え 童話館出版（Eデ・セ） 

 

『じゃがいもかあさん』 
アニータ・ローベル／さく 偕成社（Eロ・ジ） 

 

『神様
かみさま

のパッチワーク』 
山本 悦子／作 ポプラ社（913ヤ・カ） 

『坂
さか

の上
うえ

のパン屋
や

さん』 
尾崎 美紀／作 文研出版（913オ・サ） 

 

『なまけものの王
おう

さまと 

かしこい王女
お う じ ょ

のお話
はなし

』 
ミラ・ローベ／作 徳間書店（943ロ・ナ） 

 

『マドレーヌは小
ちい

さな名
めい

コック』 
ルパート・キングフィッシャー／作 

徳間書店（933キ・マ） 

『サイコーの通知表
つ う ち ひ ょ う

』 
工藤 純子／著 講談社（913ク・サ） 

 

『まなぶ』 
長倉 洋海／著 アリス館（748マ） 

『小
ちい

さな山神
やまがみ

スズナ姫
ひめ

』 
富安 陽子／作 偕成社（913ト・チ） 

『ぼくの師匠
し し ょ う

はスーパーロボット』 
南田 幹太／作 佼成出版社（913ナ・ボ） 

『かあちゃん取扱
とりあつかい

説明書
せ つ め い し ょ

』 
いとう みく／作 童心社（913イ・カ） 

『お姫
ひめ

さまのアリの巣
す

たんけん』 
秋山 亜由子／作 福音館書店（486オ） 

 

良
よ

いところも悪
わる

いところもない

「ふつう」の通知表
つうちひょう

を見
み

て、自分
じ ぶ ん

には

何
なん

のとりえもないと落
お

ち込
こ

む朝
あさ

陽
ひ

は、同
おな

じように通知表なんかいらな

いという友
とも

だちと、担任
たんにん

の先生
せんせい

の通

知表をつけることに。でも、それは思
おも

っていた以上
いじょう

にむずかしくて…。 

ある国
くに

に、ナニモセン五世
ご せ い

というたい 

そうナマケモノの王さまと、王さまとは 

似
に

ても似つかない元気
げ ん き

な王女がいまし

た。ある日
ひ

、王さまが病気
びょうき

になり、王女

は病気を治
なお

すために城
しろ

を出
で

ますが…。 

パン好
ず

きな翔
しょう

太
た

は、おいしい食
しょく

パ 

ン屋
や

を見つけます。どうしたらこんな 

においしいものができるのか気
き

になり、 

店
みせ

の作業場
さぎょうば

をのぞいていると、おじい 

さんに声
こえ

をかけられ、パン作
づく

りを見学
けんがく

 

させてもらえることに。そこで翔太は、 

おいしいものを作
つく

るうえで大切
たいせつ

なことを学
まな

びます。 

クラスで一人
ひ と り

だけロボットをもっ

ていなかった順一
じゅんいち

は、特売
とくばい

の人型
ひとがた

ロ

ボットを買
か

ってもらいます。けれど、

このロボット、外見
がいけん

だけでなく中身
な か み

も人間
にんげん

のがんこおじいちゃんにそっ

くりだったのです。順一はロボット

を返品
へんぴん

しようとするのですが…。 

偉大
い だ い

なる山神
やまがみ

のむすめ・スズナ姫
ひめ

は、スズナ山の山神になりたいとお

父
とう

さんに伝
つた

えます。すると、一日
いちにち

で

山を紅葉
こうよう

させることができたら、

一人前
いちにんまえ

の山神と認
みと

めてくれるという

のです。スズナ姫は見事
み ご と

、山を紅葉

させることができるのでしょうか。 

むかしむかし、虫
むし

が大好
だ い す

きなお姫

さまがいました。ある日
ひ

、友
とも

だちと 

アリの巣
す

穴
あな

をほっていたら、小
ちい

さな 

仙人
せんにん

が出
で

てきて、みんなの体
からだ

をアリ 

と同
おな

じ大
おお

きさにしてしまいます。お

姫さまたちは、アリのことを知
し

ろう 

と巣の中
なか

へたんけんに出かけます。 

かあちゃんが勉強
べんきょう

しなさいと言
い

わな 

くなり、晩
ばん

ごはんには毎日
まいにち

自分
じ ぶ ん

の好
す

き 

な物
もの

を出
だ

してくれたらいいのにと思
おも

っ 

ていた哲
てつ

哉
や

は、かあちゃんの取扱説明 

書（トリセツ）をつくります。トリセ 

ツのおかげで、かあちゃんが自分のお 

もいどおりになり、よろこんでいた哲哉ですが…。 

マドレーヌは、不思議
ふ し ぎ

な食 料
しょくりょう

品店
ひんてん

 

でびんづめのペーストを買
か

います。そ 

のペーストをおじさんのレストランで 

使
つか

ったところ、おいしいとひょうばん 

に。そこで、おじさんは、マドレーヌ 

に店
みせ

からペーストのレシピを盗
ぬす

んでくるよう命
めい

じます。 

おかあさんは、ふたりのむす 

ことじゃがいもを育
そだ

ててくらし 

ていました。しかし、兄
あに

は東
ひがし

の 

国
くに

、 弟
おとうと

は西
にし

の国の兵士
へ い し

になっ 

てしまいます。東の国と西の国 

の戦争
せんそう

が長引
な が び

き、食
た

べる物
もの

がなくなってしまったむす

こたちは、おかあさんのもとへやってきますが…。 

小学
しょうがく

四年生
よねんせい

の結
むすぶ

には、生
う

んでくれ 

たお母
かあ

さんと赤
あか

ちゃんのときから育
そだ

て 

てくれているお母さん、二人
ふ た り

のお母さ 

んがいます。それを知
し

った転校生
てんこうせい

のあ 

かねから「不幸
ふ こ う

な生
お

い立
た

ち」と言
い

われ 

た結は、血
ち

のつながらない家族
か ぞ く

といる 

ことは不幸なのか、家族とはなんなのか考
かんが

えることに。 

湖
みずうみ

の上
うえ

にある学校
がっこう

まで舟
ふね

をこいで 

通
かよ

う子
こ

。山道
やまみち

を２時間
じ か ん

かけて学校へ通 

う子。世界
せ か い

には、学校へ通うことさえ 

大
たい

変
へん

な子がいたり、戦争
せんそう

のせいで学校 

がなくなってしまった子もいます。そ 

れでも、みんなまなびつづけるのです。「まなぶ」こと

の大切
たいせつ

さについて考
かんが

えさせられる本
ほん

です。 

一本
いっぽん

一本
いっぽん

、職人
しょくにん

の手
て

で作
つく

られる和
わ

ろ 

うそく。原料
げんりょう

のろうは、ろう職人が作 

ります。ろうを作った後
あと

に出
で

るカスは、 

あい染
そめ

職人のもとで染料
せんりょう

をあたためる 

ために使
つか

われ、そして、染料を作り変
か

 

える時
とき

に出た灰
はい

は次
つぎ

の職人へ…。捨
す

てるものがない職人

のモノづくりの知恵
ち え

とつながりに感心
かんしん

させられます。 

ぼくにはうまくいえない音
おと

があり 

ます。そのため、上手
じょうず

に話
はな

すことが 

できず、クラスメイトに笑
わら

われて傷
きず

つきます。しかし、 

学校
がっこう

が終
お

わってから、川
かわ

へ連
つ

れて行
い

ってくれたお父
とう

さん 

のことばをきっかけに、ぼくは大事
だ い じ

なことに気
き

づきます。 

 

井戸
い ど

の中
なか

に一匹
いっぴき

のかえるが住
す

んでい 

ました。かえるは、井戸の中がせかい 

の全
ぜん

部
ぶ

だと思
おも

っていました。ある日
ひ

、 

井戸の水
みず

がなくなってしまったので、 

外
そと

へ出
で

ることに。さて、井戸から飛
と

び 

出したかえるが見
み

つけたものとは…？ 

海音
み お ん

は病気
びょうき

で、年
ねん

に何度
な ん ど

か入院
にゅういん

し 

なければなりません。入院中
ちゅう

はご飯
はん

 

を食
た

べられないなど不自由
ふ じ ゆ う

なだけで 

なく、「こどく感
かん

」におしつぶされ 

そうになります。そんな時
とき

、ベッド 

にまたがるオーバーテーブルであるものを見
み

つけます。 


